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在宅ケア提供者が認知するケア理念の特性

構成要素と属性別比較

岡本 玲子 原崎 信子

杉本 京子 牧野 裕子

　本研究の目的は，因子探索レベルの研究方法（KJ法）によって，在宅ケア提供者（保健婦，訪問看護婦，

ヘルパー，ケースワーカー等の福祉職）がもっとも大切にする考え方，つまりケア理念の全体像を明らかに

し，分野間の理念の共有を図る方策を考えることである。

　その結果，ケア理念は3つの要素（利用者本位，相互関係，自己の資質）で構成され，職種や職場，経験

年数などによってその持ち方に差があることが分かった。我々は，それぞれのケア提供者のケア理念の持ち

方の違いを理解し，各活動の場で経験の共有を続けることによって，利用者本位のケア提供の質を高める戦

略を練る必要がある。
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